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創
刊
十
年
分
総
目
次
　（
※
頁
番
号
は
各
記
事
の
冒
頭
頁
）

〈二
〇
一
五
年
〉
単
発

第
一
号

『
窮
理
』
の
出
発
、
お
め
で
と
う　

江
沢 

洋　

二
頁

プ
ラ
ス
か
ら
ゼ
ロ
へ
、
マ
イ
ナ
ス
へ 

冗
談
物
理
学
序
説　

亀
淵 

迪　

八
頁

野
の
花
と
温
室
の
花　

細
谷
暁
夫　

一
七
頁

フ
ァ
ラ
デ
ー
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 

統
一
へ
の
前
奏　

米
谷
民
明　

二
三
頁

第
二
号

三
浦
梅
園
と
湯
川
秀
樹　

佐
藤
文
隆　

二
頁

戸
田
盛
和
先
生
を
偲
ん
で　

佐
藤
正
知　

一
〇
頁

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
英
語　

河
東
泰
之　

一
七
頁

Ｊ
Ｒ
鶴
橋
駅
と
素
粒
子
論　

橋
本
幸
士　

二
四
頁

〈
二
〇
一
六
年
〉
単
発

第
三
号

時
を
隔
て
た
共
同
研
究　

米
沢
富
美
子　

二
頁

武
谷
三
男
さ
ん
の
思
い
出　

小
沼
通
二　

一
〇
頁

宇
宙
人
は
攻
め
て
く
る
の
か　

吉
田
直
紀　

一
八
頁

戸
塚
洋
二
さ
ん
と
の
出
会
い　

佐
々
木 

閑　

二
七
頁

第
四
号

私
の
古
典
探
索 

窮
理
学
師
江
漢　

池
内 

了　

二
頁

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド　

亀
淵 

迪　

一
二
頁

「
予
想
通
り
で
驚
い
た
」 

重
力
波
初
観
測
の
報
道
に
接
し
て　

真
貝
寿
明　

一
八
頁

中
谷
宇
吉
郎
余
話　

杉
山
滋
郎　

二
六
頁

自
然
哲
学
復
権
の
秋と

き

の
到
来　

佐
々
木 

力　

四
四
頁

〈
二
〇
一
七
年
〉
単
発

第
五
号

「
わ
か
る
」
と
い
う
意
味　

須
藤 

靖　

二
頁

海
外
生
活
の
思
い
出
話　

荒
木
不
二
洋　

一
一
頁

藤
沢
周
平
と
落
語　

岡
崎 

誠　

一
八
頁

金
米
糖
と
戸
田
盛
和
先
生　

渡
辺
慎
介　

二
八
頁

第
六
号

か
の
よ
う
に　

村
上
陽
一
郎　

二
頁

父
の
思
い
出　

朝
永 

惇　

一
〇
頁

ア
ブ
ダ
ス 

サ
ラ
ム
博
士
と
の
日
々
（
前
編
）　

亀
淵 

迪　

一
九
頁

物
理
学
が
言
語
に
出
会
っ
た
話 

千
葉
と
梶
山
の
母
音
研
究
（
前
編
）　

前
川
喜
久
雄　

二
六
頁

第
七
号

科
学
リ
テ
ラ
シ
ー　

北
原
和
夫　

二
頁

百
年
前
の
楽
譜　

藤
原
美
子　

一
〇
頁

ア
ブ
ダ
ス 

サ
ラ
ム
博
士
と
の
日
々
（
後
編
）　

亀
淵 

迪　

一
五
頁

柳
家
小
三
治
と
藤
沢
周
平
の
“
生
活
感
”　

岡
崎 

誠　

二
三
頁

物
理
学
が
言
語
に
出
会
っ
た
話 

千
葉
と
梶
山
の
母
音
研
究
（
後
編
）　

前
川
喜
久
雄　

三
二
頁

第
八
号

非
線
形
科
学
と
物
理
学　

蔵
本
由
紀　

二
頁

一
つ
の
履
歴　

吉
田
夏
彦　

一
二
頁

地
球
の
歴
史
と
物
理
学　

鎌
田
浩
毅　

一
九
頁

力
学
史
と
科
学
革
命
論
（
前
編
）　

有
賀
暢
迪　

二
七
頁

〈
二
〇
一
八
年
〉
単
発

第
九
号

太
陽
活
動
と
気
候
の
関
わ
り　

桜
井
邦
朋　

二
頁

こ
の
世
界
に
多
様
性
を
あ
た
え
る
モ
ノ
ゴ
ト　

斎
藤
成
也　

一
二
頁

水
槽
か
ら
見
透
す
数
理　

初
田
哲
男　

一
八
頁

南
方
熊
楠
へ
の
旅　

村
上
浩
一　

二
三
頁

力
学
史
と
科
学
革
命
論
（
後
編
）　

有
賀
暢
迪　

三
二
頁
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第
一
〇
号

戸
塚
洋
二
先
生
の
思
い
出　

梶
田
隆
章　

二
頁

忘
れ
ら
れ
な
い
朝
永
さ
ん
の
言
葉　

原 

康
夫　

八
頁

私
の
窮
理
学　

高
木
隆
司　

一
七
頁

チ
バ
ニ
ア
ン
と
松
山
基
範
、
そ
し
て
寺
田
寅
彦　

前
中
一
晃　

二
四
頁

第
一
一
号

科
学
史
は
役
に
立
つ
か　

西
尾
成
子　

二
頁

自
然
哲
学
と
音
楽　

安
孫
子
誠
也　

一
〇
頁

物
理
三
題
噺
Ａ
Ｂ
Ｃ　

岡
崎 

誠　

一
八
頁

語
り
得
ぬ
在
り
方　

杉
尾 

一　

二
八
頁

〈
二
〇
一
九
年
〉
単
発

第
一
二
号

生
物
学
と
物
理
学　

田
口
善
弘　

二
頁

た
だ
ひ
た
す
ら
哲
学
す
る　

野
矢
茂
樹　

九
頁

フ
ル
ー
ト
の
運
指
表
と
音
程　

兵
頭
俊
夫　

一
七
頁

太
平
洋
戦
争
前
後
の
湯
川
秀
樹　

岡
本
拓
司　

二
六
頁

第
一
三
号

物
理
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
来
し
方
行
く
末　

早
川
尚
男　

二
頁

在
り
し
日
の
断
想
（
前
編
）　

山
崎
和
夫　

一
三
頁

我
が
名
は
究
理　

本
川
達
雄　

二
三
頁

青
桐　

岡
村 

浩　

二
六
頁

三
村
剛
昂
：「
波
動
幾
何
学
」
に
至
る
ま
で
の
足
跡
（
前
編
）　

小
長
谷
大
介　

三
四
頁

〈
二
〇
二
〇
年
〉
単
発

第
一
四
号

激
動
の
パ
リ
一
九
六
八
年　

政
池 

明　

二
頁

在
り
し
日
の
断
想
（
後
編
）　

山
崎
和
夫　

一
二
頁

幼
児
か
ら
学
ん
だ
こ
と　

齋
藤 

曉　

二
二
頁

科
学
雑
誌
『
自
然
』
の
思
い
出　

石
川 

昂　

二
八
頁

手
書
き
の
文
字　

谷
村
省
吾　

三
七
頁

三
村
剛
昂
：「
波
動
幾
何
学
」
に
至
る
ま
で
の
足
跡
（
後
編
）　

小
長
谷
大
介　

四
二
頁

第
一
五
号

マ
ス
タ
ー
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
汎
用
人
工
知
能　

松
田
卓
也　

二
頁

寺
田
寅
彦
と
日
本
の
古
典
随
筆　

島
内
裕
子　

一
〇
頁

江
戸
の
宇
宙
論 

二
人
の
窮
理
学
（
前
編
）
長
崎
通
詞
の
志
筑
忠
雄　

池
内 

了　

一
七
頁

チ
ュ
ー
リ
ン
グ
と
寺
田
寅
彦　

近
藤 

滋　

二
八
頁

第
一
六
号

宇
宙
三
題
噺
：
暗
黒
物
質
・
重
力
波
・
原
始
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

佐
々
木
節　

二
頁

江
戸
の
宇
宙
論 

二
人
の
窮
理
学
（
後
編
）
金
貸
し
升
屋
の
山
片
蟠
桃　

池
内 

了　

九
頁　

旅
の
楽
し
み　

亀
淵 

迪　

二
〇
頁

岡
潔
と
中
谷
治
宇
二
郎 

学
問
を
支
え
る
友
情　

高
瀬
正
仁　

二
六
頁

論
理
学
に
魅
せ
ら
れ
て　

高
木 

翼　

三
五
頁

〈
二
〇
二
一
年
〉
単
発

第
一
七
号

人
工
知
能
と
社
会　

甘
利
俊
一　

二
頁

リ
モ
ー
ト
授
業
で
安
政
コ
ロ
リ
体
験
記
を
読
む　

塩
村 

耕　

一
一
頁

数
学
と
時
間　

黒
川
信
重　

一
八
頁

露
伴
、
寅
彦
、
宇
吉
郎
と
父
小
林
勇
（
前
編
）　

小
松
美
沙
子　

二
八
頁

第
一
八
号

「
寺
田
物
理
学
」
の
現
代
的
意
味 

寺
田
寅
彦
と
複
雑
系
科
学　

松
下 

貢　

二
頁

北
欧
の
日
々
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
の
出
会
い　

山
崎
太
郎　

一
三
頁

悲
運
の
原
子
核
物
理
学
者 

花
谷
暉
一
の
足
跡　

政
池 

明　

二
三
頁

露
伴
、
寅
彦
、
宇
吉
郎
と
父
小
林
勇
（
後
編
）　

小
松
美
沙
子　

三
二
頁

第
一
九
号

雨
が
降
る
理
由　

木
村
龍
治　

二
頁
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シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
墓
碑
銘
：
実
在
と
認
識　

細
谷
暁
夫　

一
一
頁

私
は
世
界
で
あ
り
私
で
あ
る
。
そ
し
て
…　

早
川
博
信　

二
一
頁

松
根
東
洋
城
と
「
渋
柿
」
俳
句　

渡
邊
孤
鷲　

三
〇
頁

戦
後
に
お
け
る
広
大
理
論
物
理
学
研
究
所
の
再
建　

小
長
谷
大
介　

三
九
頁

〈
二
〇
二
二
年
〉
単
発

第
二
〇
号

和
食
に
潜
む
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
科
学　

好
村
滋
行　

二
頁

辞
書
の
効
用
に
つ
い
て　

亀
淵 
迪　

一
〇
頁

寺
田
寅
彦
と
怪
異　

横
山
泰
子　

一
八
頁

色
に
つ
い
て
の
不
思
議
三
題　

高
木
隆
司　

二
七
頁

わ
が
国
に
お
け
る
「
火
災
学
」
の
系
譜　

関
澤 

愛　

三
四
頁

第
二
一
号

「
自
然
界
の
縞
模
様
」
に
光
を
当
て
る　

川
上
紳
一　

二
頁

単
純
化
と
バ
ラ
ン
ス 

自
然
科
学
と
人
文
科
学　

千
葉
俊
二　

一
一
頁

私
の
宝
物
（
前
編
）　

亀
淵 

迪　

二
一
頁

滑
稽
窮
理 

臍
の
西
国 

明
治
初
頭
の
啓
蒙
書
ブ
ー
ム
と
増
山
守
正　

真
貝
寿
明　

三
〇
頁

「
間
違
い
で
は
な
い
が
、
正
し
く
は
な
い
」
論
理　

岡
本
秀
穂　

四
〇
頁

第
二
二
号

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
研
究
所
に
て　

金
子
邦
彦　

二
頁

朝
永
振
一
郎
・
ゲ
ー
テ
・「
科
学
に
ひ
そ
む
原
罪
」　

小
沼
通
二　

一
一
頁

私
の
宝
物
（
後
編
）　

亀
淵 

迪　

二
〇
頁

ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
核
開
発　

政
池 

明　

三
〇
頁

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
物
理
学　

中
西 

秀　

三
九
頁

〈
二
〇
二
三
年
〉
単
発

第
二
三
号

「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
開
け
て
し
ま
っ
た
重
力
理
論
研
究
者
た
ち　

前
田
恵
一　

二
頁

来
し
方
を
振
り
返
っ
て　

坂
井
修
一　

一
〇
頁

ボ
ル
ツ
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
、
連
続
と
離
散　

稲
葉 

肇　

一
八
頁

徳
島
科
学
史
研
究
会
の
四
〇
年 

私
的
覚
書　

西
條
敏
美　

二
四
頁

「
哲
学
者
の
時
間
」
の
行
方 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ベ
ル
ク
ソ
ン　

平
井
靖
史　

三
三
頁

第
二
四
号

関
東
大
震
災
か
ら
百
年　

尾
池
和
夫　

二
頁

関
東
大
震
災
を
今
に
伝
え
る 

災
害
と
復
興
、
そ
し
て
現
在　

武
村
雅
之　

一
一
頁

髙
木
ミ
ヱ 

あ
る
女
性
物
理
学
者
の
軌
跡　

古
川 

安　

二
〇
頁

雑
考 

偶
然
と
必
然
と　

亀
淵 

迪　

三
〇
頁

人
は
自
然
理
解
（
世
界
理
解
）
を
極
め
得
る
か　

北
原
和
夫　

三
八
頁

〈
二
〇
二
四
年
〉
単
発

第
二
五
号

窮
理
考 

フ
ァ
ウ
ス
ト
寸
劇
余
話　

亀
淵 

迪　

二
頁

リ
ア
リ
テ
ィ 

一
九
四
九
年
の
日
本
文
学
・
物
理
学　

島
田
一
平　

一
一
頁

ロ
ゲ
ル
ギ
ス
ト
の
卓
越
性
を
授
業
で
再
現
す
る
た
め
の
工
夫　

内
田
麻
理
香　

二
〇
頁

宣
長
・
秀
雄
・
秀
樹 

主
観
と
客
観
と
を
め
ぐ
っ
て　

今
野
真
二　

二
八
頁

ア
ク
テ
ィ
ブ
マ
タ
ー
物
理
学
に
よ
る
経
典
的
信
条
か
ら
の
脱
却　

西
口
大
貴　

三
八
頁

第
二
六
号

朝
永
振
一
郎『
物
理
学
と
は
何
だ
ろ
う
か
』第
Ⅲ
章
第
三
節
を
読
ん
で　

佐
々
真
一　

二
頁

虫
・
鳥
と
生
活
す
る　

今
野
真
二　

一
〇
頁

天
文
学
と
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』　

谷
口
義
明　

二
〇
頁

ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
環
世
界
論
と
物
理
学　

釜
屋
憲
彦　

三
一
頁

〈
二
〇
二
五
年
〉
単
発

第
二
七
号

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
謝
罪
と
回
想　

山
崎
正
勝　

二
頁

人
工
知
能
狂
想
曲　

細
谷
晴
夫　

一
一
頁

湯
川
秀
樹
の
歌
に
学
ぶ　

松
村
由
利
子　

二
〇
頁

ヒ
ト
と
イ
ヌ
の
関
わ
り 
動
物
文
化
史
の
観
点
か
ら　

溝
口 

元　

二
八
頁
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原
子
論
に
つ
い
て 

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
観
点
か
ら　

武
井
徹
也　

三
六
頁

第
二
八
号

物
理
学
者
と
エ
ッ
セ
イ
の
系
譜　

永
田
和
宏　

二
頁

発
見
と
驚
き
と
感
動
の
記
述　

蜂
飼 

耳　

一
一
頁

サ
イ
エ
ン
ス
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
い
う
職
業 

二
人
の
先
人
に
想
い
を
馳
せ
て　

五
十
嵐
美
樹　

一
八
頁

フ
ァ
ラ
デ
ー
に
学
ぶ
こ
と　

市
村
禎
二
郎　

二
六
頁

寺
田
寅
彦
「
随
筆
難
」
と
父　

花
輪
昭
太
郎　

三
四
頁

演
劇
「
光
子
の
裁
判
」　

渡
辺
美
帆
子　

四
三
頁

〈
小
連
載
〉

「
堀
内
壽
郎
と
欧
州
留
学
生
活 

量
子
力
学
・
重
水
素
・
ナ
チ
ス
台
頭
」
杉
山
滋
郎
（
二
〇
二
〇
ー
二
一
年
）

（
一
）　

第
一
五
号
・
三
九
頁

（
二
）　

第
一
六
号
・
四
〇
頁

（
三
）　

第
一
七
号
・
三
八
頁

（
四
）　

第
一
八
号
・
四
一
頁
（
終
了
）

「「
論
文
」
の
無
い
科
学
者
・
桑
木
彧
雄
」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
一
五
ー
一
六
年
）

（
一
）
初
期
の
業
績
と
物
理
学
史
的
背
景　

第
一
号
・
四
〇
頁

（
二
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
と
相
対
論　

第
二
号
・
三
九
頁

（
三
）
物
理
学
・
哲
学
・
科
学
史　

第
三
号
・
四
四
頁
（
終
了
）

「
愛
知
敬
一
と
『
電
子
の
自
叙
伝
』」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
一
七
年
）

（
一
）
吾
輩
は
電
子
で
あ
る　

第
五
号
・
三
六
頁

（
二
）
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
こ
と　

第
六
号
・
三
三
頁

（
三
）
エ
ー
テ
ル
と
電
子　

第
七
号
・
四
〇
頁
（
終
了
）

「
水
野
敏
之
丞
と
『
電
子
論
』」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
一
七
ー
一
八
年
）

（
一
）
著
者
と
文
体　

第
八
号
・
四
四
頁

（
二
）
電
気
学
と
電
子
論　

第
九
号
・
四
六
頁

（
三
）
電
子
論
と
「
富
国
強
兵
」　

第
一
〇
号
・
四
二
頁
（
終
了
）　

「
菊
池
泰
二
と
真
空
管
」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
一
八
ー
一
九
年
）

（
一
）
若
き
物
理
学
者
の
死　

第
一
一
号
・
四
六
頁

（
二
）
真
空
管
と
物
理
学　

第
一
二
号
・
四
五
頁

（
三
）
ダ
イ
ナ
ト
ロ
ン
と
プ
ラ
イ
オ
ト
ロ
ン　

第
一
三
号
・
五
〇
頁
（
終
了
）

「
仁
科
芳
雄
と
日
独
青
年
物
理
学
者
た
ち
」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
二
〇
ー
二
二
年
）

（
一
）
朝
永
振
一
郎
と
親
方
の
温
情　

第
一
四
号
・
五
八
頁

（
二
）
Ｗ
・
ク
ロ
ル
と
台
湾　

第
一
五
号
・
五
四
頁

（
三
）
Ｋ
・
ビ
ル
ス
と
戦
前
日
本
の
外
国
人
研
究
者
（
前
編
）　

第
一
六
号
・
五
六
頁　

（
三
）
Ｋ
・
ビ
ル
ス
と
戦
前
日
本
の
外
国
人
研
究
者
（
後
編
）　

第
一
七
号
・
五
七
頁

（
四
）
渡
邊
慧
と
寺
田
物
理
学
（
前
編
）　

第
一
八
号
・
五
八
頁

（
四
）
渡
邊
慧
と
寺
田
物
理
学
（
後
編
）　

第
一
九
号
・
五
八
頁

（
五
）
湯
川
秀
樹
の
渡
欧
（
前
編
）　

第
二
〇
号
・
五
四
頁

（
五
）
湯
川
秀
樹
の
渡
欧
（
後
編
）　

第
二
一
号
・
五
七
頁
（
終
了
）

「
一
世
紀
前
の
日
本
の
物
理
学
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
日
」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
二
二
ー
二
三
年
）

（
一
）　

第
二
二
号
・
五
八
頁　

（
二
）　

第
二
三
号
・
五
〇
頁

（
三
）　

第
二
四
号
・
五
五
頁
（
終
了
）

「
仁
科
芳
雄
を
め
ぐ
る
旅
」
伊
藤
憲
二
（
二
〇
二
四
年
ー
）

（
一
）
里
庄
浜
中
と
そ
の
周
辺
（
前
編
）　

第
二
五
号
・
六
三
頁

（
一
）
里
庄
浜
中
と
そ
の
周
辺
（
後
編
）　

第
二
六
号
・
六
四
頁

（
二
）
岡
山
市
（
前
編
）
中
学
校
と
烏
城　

第
二
七
号
・
六
一
頁

（
二
）
岡
山
市
（
後
編
）
第
六
高
等
学
校　

第
二
八
号
・
六
八
頁

〈
連
載
〉

「
随
筆
遺
産
発
掘
」
細
川
光
洋
（
解
説
）（
二
〇
一
五
ー
二
三
年
）

（
一
）
御
殿
の
生
活　

中
谷
宇
吉
郎
（
解
説
：
編
集
部
）　

第
一
号
・
四
八
頁

（
二
）
窮
理
日
記
／
科
学
者
の
日
記　

寺
田
寅
彦　

第
二
号
・
四
八
頁

（
三
）
京
の
山　

湯
川
秀
樹　

第
三
号
・
五
二
頁

（
四
）
綿
菓
子　

平
田
森
三　

第
四
号
・
五
四
頁
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（
五
）
春
と
埃
り　

石
原 

純　

第
五
号
・
五
四
頁

（
六
）
鳥
獣
戯
画　

朝
永
振
一
郎　

第
六
号
・
五
二
頁

（
七
）
自
然
研
究
の
楽
し
み　

藤
原
咲
平　

第
七
号
・
五
六
頁

（
八
）
ア
カ
シ
ヤ
の
記
憶　

吉
田
洋
一　

第
八
号
・
五
四
頁

（
九
）
中
金
の
豚
鍋　

大
河
内
正
敏　

第
九
号
・
五
四
頁

（
一
〇
）
自
分
の
痕
跡　

戸
塚
洋
二　

第
一
〇
号
・
五
〇
頁

（
一
一
）
素
人
藝
に
つ
い
て　

湯
浅
年
子　

第
一
一
号
・
五
四
頁

（
一
二
）
江
戸
時
代
の
め
ん
こ　

中
谷
宇
吉
郎　

第
一
二
号
・
五
四
頁

（
一
三
）
海
鳴
り　

中
谷
治
宇
二
郎　

第
一
三
号
・
六
二
頁

（
一
四
）
水
の
し
づ
く
の
行
衛　

田
丸
卓
郎　

第
一
四
号
・
六
六
頁

（
一
五
）
良
審
判
官
の
必
要　

長
岡
半
太
郎　

第
一
五
号
・
六
四
頁

（
一
六
）
模
倣
と
創
造　

本
多
光
太
郎　

第
一
六
号
・
六
四
頁

（
一
七
）
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
え　

田
中
館
愛
橘　

第
一
七
号
・
六
六
頁

（
一
八
）
奇
術
二
つ　

中
村
清
二　

第
一
八
号
・
六
六
頁

（
一
九
）
海
の
不
思
議
と
海
流
（
抄
）　

宇
田
道
隆　

第
一
九
号
・
六
八
頁

（
二
〇
）
南
洋
と
浦
島
太
郎
（
抄
）　

日
下
部
四
郎
太　

第
二
〇
号
・
六
四
頁

（
二
一
）「
稻
む
ら
の
火
」
の
教
方
に
就
て
（
抄
）　

今
村
明
恒　

第
二
一
号
・
六
八
頁

（
二
二
）
父
子
天
文
夜
話
の
一
節
（
抄
）　

関
口
鯉
吉　

第
二
二
号
・
六
八
頁

（
二
三
）
海
底
紀
行　

坪
井
忠
二（
窪
井
祐
二
）　

第
二
三
号
・
六
〇
頁

（
二
四
）
寺
田
先
生
の
こ
と　

矢
島
祐
利　

第
二
四
号
・
六
二
頁
（
終
了
）

「
本
読
み 

え
ん
た
ん
ぐ
る
」
尾
関 

章
（
二
〇
一
七
ー
二
三
年
）

（
一
）
19
世
紀
の
革
命
家
、
20
世
紀
科
学
に
も
つ
れ
る　

第
五
号
・
六
二
頁

（
二
）
大
学
の
在
野
精
神
を
求
め
て
「
鎌
倉
」
か
ら
ミ
ル
に
至
る　

第
六
号
・
六
二
頁

（
三
）
科
学
の
「
役
立
つ
」
を
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
に
学
ぶ　

第
七
号
・
六
二
頁

（
四
）
ア
ガ
サ
と
清
張
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
知
る
緩
い
シ
ス
テ
ム
の
妙　

 

第
八
号
・
六
二
頁

（
五
）
進
化
と
量
子
で
知
る
人
間
と
い
う
小
さ
く
て
大
き
な
存
在　

 

第
九
号
・
六
二
頁

（
六
）
エ
コ
と
国
際 

熊
楠
が
先
取
り
し
た
二
つ
の
こ
と　

 

第
一
〇
号
・
六
二
頁

（
七
）「
動
物
福
祉
」、
そ
の
源
流
を
た
ど
っ
て
賢
治
に
至
る　

 

第
一
一
号
・
六
二
頁

（
八
）
街
の
起
伏
と
い
う
微
分
の
愉
悦 

タ
モ
リ
か
ら
荷
風
へ　

 

第
一
二
号
・
六
二
頁

（
九
）
椎
名
麟
三
の
近
代
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
脱
近
代　

第
一
三
号
・
七
四
頁 

（
一
〇
）
科
学
者
に
二
派
あ
り
ま
し
て
…
フ
ン
ボ
ル
ト
・
ガ
ウ
ス
考  

第
一
四
号
・
七
四
頁

（
一
一
）
菊
池
正
士
新
書
本
を
古
書
店
で
買
い
、
今
日
的
に
読
む  

第
一
五
号
・
七
四
頁

（
一
二
）
コ
ロ
ナ
時
代
の
ペ
ス
ト
的
、
も
し
く
は
カ
ミ
ュ
的
状
況  

第
一
六
号
・
七
二
頁

（
一
三
）
月
か
ら
見
た
地
球
、
南
極
か
ら
見
た
国  

第
一
七
号
・
七
二
頁

（
一
四
）
実
存
主
義
と
量
子
力
学
、
そ
の
微
妙
な
も
つ
れ
あ
い  

第
一
八
号
・
七
四
頁

（
一
五
）
少
年
が
大
海
の
孤
島
に
登
場
す
る
物
語
は
理
系
っ
ぽ
い  

第
一
九
号
・
七
六
頁

（
一
六
）
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
、
墓
標
ψ
の
重
ね
合
わ
せ  

第
二
〇
号
・
七
二
頁

（
一
七
）
宇
宙
は
〈
い
ま
・
こ
こ
〉、
夢
や
ロ
マ
ン
じ
ゃ
な
い  

第
二
一
号
・
七
六
頁

（
一
八
）
メ
ル
ケ
ル
と
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
の
知
恵
比
べ  

第
二
二
号
・
七
六
頁

（
一
九
）
あ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
べ
き
場
所
に
あ
る
こ
と  

第
二
三
号
・
七
〇
頁

（
二
〇
）
古
い
新
書
で
原
子
力
「
善
悪
」
二
分
論
を
問
う  

第
二
四
号
・
七
四
頁
（
終
了
）

「
音
楽
談
話
室
」
井
元
信
之
（
二
〇
一
五
年
ー
）

（
一
）
芸
術
家
と
社
会
性　

第
一
号
・
三
三
頁

（
二
）
ロ
シ
ア
と
ユ
ダ
ヤ
と
科
学
と
音
楽
と　

第
二
号
・
三
一
頁

（
三
）
シ
ョ
パ
ン
の
少
年
時
代　

第
三
号
・
三
七
頁

（
四
）
シ
ョ
パ
ン
の
青
年
時
代　

第
四
号
・
三
六
頁

（
五
）
和
声
学
と
量
子
力
学　

第
五
号
・
四
五
頁

（
六
）
錯
覚
と
音
楽
①　

第
六
号
・
四
三
頁

（
七
）
錯
覚
と
音
楽
②　

第
七
号
・
四
八
頁

（
八
）
天
体
の
音
楽　

第
八
号
・
三
四
頁

（
九
）
お
宝
と
贋
作
①　

第
九
号
・
三
八
頁

（
一
〇
）
お
宝
と
贋
作
②　

第
一
〇
号
・
三
三
頁

（
一
一
）
日
本
最
古
の
ピ
ア
ノ　

第
一
一
号
・
三
八
頁

（
一
二
）
日
本
の
ピ
ア
ノ
導
入
の
黎
明
期　

第
一
二
号
・
三
五
頁
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（
一
三
）
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク　

第
一
三
号
・
四
〇
頁

（
一
四
）
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
ピ
ア
ノ
演
奏　

第
一
四
号
・
四
九
頁

（
一
五
）
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ　

第
一
五
号
・
四
六
頁

（
一
六
）
寺
田
寅
彦
の
オ
ル
ガ
ン　

第
一
六
号
・
四
七
頁

（
一
七
）
ケ
ー
ベ
ル
先
生
（
一
）　

第
一
七
号
・
四
八
頁

（
一
八
）
ケ
ー
ベ
ル
先
生
（
二
）　

第
一
八
号
・
四
八
頁

（
一
九
）
ケ
ー
ベ
ル
先
生
（
三
）　

第
一
九
号
・
四
八
頁

（
二
〇
）
耳
は
ス
ペ
ア
ナ
か
？　

第
二
〇
号
・
四
四
頁

（
二
一
）
聴
覚
の
謎　

第
二
一
号
・
四
八
頁

（
二
二
）
バ
ッ
ハ
の
弟
子　

第
二
二
号
・
四
八
頁

（
二
三
）
バ
ッ
ハ
平
均
律
は
平
均
律
に
あ
ら
ず　

第
二
三
号
・
四
一
頁

（
二
四
）
平
均
律
は
越
え
ら
れ
る
か
？　

第
二
四
号
・
四
五
頁

（
二
五
）
春
の
琴
始
め　

第
二
五
号
・
五
四
頁

（
二
六
）
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン　

第
二
六
号
・
五
三
頁　

（
二
七
）
作
品
よ
り
人
生
を
鑑
賞
す
る　

第
二
七
号
・
五
三
頁

（
二
八
）
Ａ
Ｉ
は
人
間
並
み
の
芸
術
作
品
が
作
れ
る
か
？　

第
二
八
号
・
六
〇
頁

「
窮
理
の
こ
と
の
は
」
今
野
真
二
（
二
〇
二
五
年
ー
）

（
一
）
人
・
言
語
・
思
考 

日
本
に
お
け
る
源
流
を
探
る　

第
二
七
号
・
七
八
頁

（
二
）
全
体
は
部
分
の
総
和
た
り
得
る
か　

第
二
八
号
・
八
八
頁

〈
コ
ラ
ム
連
載
〉

「
紙
魚
の
塵
」
胡
瓜
庵
散
人
（
二
〇
一
五
ー
一
七
年
）

（
一
）
題
字
解
題　

第
一
号
・
表
紙
裏

（
二
）
天
然
居
士
の
哲
学　

第
二
号
・
表
紙
裏

（
三
）
知
り
た
く
な
い
の　

第
三
号
・
表
紙
裏

（
四
）
映
画
と
政
治
と
数
学
と　

第
四
号
・
表
紙
裏

（
五
）『
馬
虻
』　

第
五
号
・
表
紙
裏

（
六
）
世
の
繋
が
り　

第
六
号
・
表
紙
裏

（
七
）
リ
ル
ケ
と
露
伴
の
「
別
世
界
」　

第
七
号
・
表
紙
裏
（
終
了
）

「
窮
理
逍
遙
」
佐
藤
文
隆
（
二
〇
一
七
年
ー
）

（
一
）
は
じ
め
て
の
ガ
イ
ジ
ン　

第
八
号
・
表
紙
裏

（
二
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ソ
ン
の
笑
顔　

第
九
号
・
表
紙
裏

（
三
）
猫
に
小
判
の
ホ
イ
ラ
ー
「
京
都
講
義
」　

第
一
〇
号
・
表
紙
裏

（
四
）
追
憶
の
ソ
連
物
理
学　

第
一
一
号
・
表
紙
裏

（
五
）
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
大
き
な
サ
イ
ン　

第
一
二
号
・
表
紙
裏

（
六
）
シ
ュ
ラ
ム
の
“
億
シ
ョ
ン
”　

第
一
三
号
・
表
紙
裏

（
七
）
ル
フ
ィ
ー
ニ
の
故
郷　

第
一
四
号
・
表
紙
裏

（
八
）
ト
リ
ニ
テ
ィ
の
マ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
ナ
ー　

第
一
五
号
・
表
紙
裏

（
九
）
ワ
ー
ナ
ー
と
イ
ン
ゲ　

第
一
六
号
・
表
紙
裏

（
一
〇
）
そ
だ
ち
の
い
い
バ
ー
ナ
ー
ド　

第
一
七
号
・
表
紙
裏

（
一
一
）
さ
よ
う
な
ら
ホ
ン
ゼ
ラ
ー
ル
ス　

第
一
八
号
・
表
紙
裏

（
一
二
）
人
情
に
濃
い
ビ
レ
ン
ケ
ン　

第
一
九
号
・
表
紙
裏

（
一
三
）
驚
い
た
シ
ル
ク
の
喝　

第
二
〇
号
・
表
紙
裏

（
一
四
）
息
の
長
い
量
子
語
り
手
の
ハ
ー
ト
ル　

第
二
一
号
・
表
紙
裏

（
一
五
）
い
つ
も
か
っ
こ
い
い
タ
ー
ナ
ー　

第
二
二
号
・
表
紙
裏

（
一
六
）
ポ
ス
ド
ク
の
ウ
ン
ル
ー
と
の
出
会
い
、お
互
い
に
「
お
め
で
と
う
」　

第
二
三
号
・
表
紙
裏

（
一
七
）
ゼ
ル
ド
ビ
ッ
チ
の
高
弟
ノ
ビ
コ
フ
と
ス
ニ
ヤ
エ
フ　

第
二
四
号
・
表
紙
裏

（
一
八
）
バ
ロ
ー
ジ
ャ
一
家
の
亡
命　

第
二
五
号
・
表
紙
裏

（
一
九
）
ル
ド
ル
フ
・
パ
イ
エ
ル
ス
と
湯
川
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真　

第
二
六
号
・
表
紙
裏

（
二
〇
）
む
か
し
気
質
の
エ
ー
ラ
ー
ス　

第
二
七
号
・
表
紙
裏

（
二
一
）
才
気
あ
ふ
れ
る
リ
ン
デ　

第
二
八
号
・
表
紙
裏

「
窮
理
の
種
」
永
橋
禎
子
（
一
～
四
）
／
川
島
禎
子
（
五
～
）（
二
〇
一
五
年
ー
）

（
一
）
ラ
ム
ネ
の
抒
情　

第
二
号
・
五
五
頁

（
二
）
三
毛
の
幻　

第
三
号
・
五
九
頁

（
三
）
水
晶
と
心
太　

第
四
号
・
裏
表
紙
裏
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（
四
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記
憶　

第
五
号
・
裏
表
紙
裏

（
五
）
胡
蝶
の
夢　

第
六
号
・
裏
表
紙
裏

（
六
）
な
つ
か
し
い
風　

第
七
号
・
裏
表
紙
裏

（
七
）
聖
書
に
秘
め
ら
れ
た
絆　

第
八
号
・
裏
表
紙
裏

（
八
）
め
で
た
い
髑
髏　

第
九
号
・
裏
表
紙
裏

（
九
）
秦
野
今
昔　

第
一
〇
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
〇
）
稲
妻
が
照
ら
す
も
の　

第
一
一
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
一
）
四
〇
の
惑
い　

第
一
二
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
二
）
真
夏
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル　

第
一
三
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
三
）
出
立
と
焼
芋　

第
一
四
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
四
）
新
茶
の
悔
い　

第
一
五
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
五
）
カ
マ
キ
リ
の
乱　

第
一
六
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
六
）
御
降
三
句　

第
一
七
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
七
）
夏
椎
子
（
一
）　

第
一
八
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
八
）
夏
椎
子
（
二
）　

第
一
九
号
・
裏
表
紙
裏

（
一
九
）
雪
子
の
入
院　

第
二
〇
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
〇
）
松
島
の
月　

第
二
一
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
一
）
秋
三
界
を
蔵
す
も
の　

第
二
二
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
二
）
逃
げ
ゆ
く
夢　

第
二
三
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
三
）
火
花
と
音
楽　

第
二
四
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
四
）
猫
の
足
痕　

第
二
五
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
五
）
ク
シ
ャ
ミ
す
る
寒
月　

第
二
六
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
六
）
竹
隠
の
ひ
と
と
き　

第
二
七
号
・
裏
表
紙
裏

（
二
七
）
ラ
ジ
オ
百
年　

第
二
八
号
・
裏
表
紙
裏

〈
リ
レ
ー
連
載
〉

「
学
術
誌
ヒ
ス
ト
リ
ー
」（
二
〇
二
四
年
ー
）

（
一
）『
東
京
物
理
学
校
雑
誌
』
を
受
け
継
ぐ　

大
石
和
江　

第
二
五
号
・
四
六
頁

（
二
）『
東
北
数
学
雑
誌
』
と
林
鶴
一　

ハ
ラ
ル
ド 

ク
マ
レ　

第
二
六
号
・
四
二
頁

（
三
）
境
界
線
上
の
『
科
学
』　

秦 

皖
梅　

第
二
七
号
・
四
五
頁

（
四
）
初
期
の『Philosophical Transactions

』を
再
読
す
る　

柴
田
和
宏　

第
二
八
号・五
一
頁

〈
投
稿
企
画
連
載
〉

「
科
学
随
筆
Ｕ
30
」（
講
評
：
佐
藤
文
隆
／
細
川
光
洋
）（
二
〇
二
四
年
ー
）

（
一
）
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
振
動
と
林
業　

す
ぎ
お
と
ひ
つ
じ　

第
二
五
号
・
七
二
頁

（
二
）
ポ
ス
ト
資
本
主
義
に
お
け
る
科
学
と
独
学　

佐
藤
悠
大　

第
二
六
号
・
七
〇
頁

（
三
）
技
術
発
展
が
果
た
す
意
外
な
役
割　

植
田
康
太
郎　

第
二
七
号
・
七
一
頁

（
四
）
茶
碗
の
輝
き　

藤
む
す
め　

第
二
八
号
・
八
〇
頁

「
科
学
随
筆U

N
 P

A
S

S
A

G
E

」（
二
〇
二
五
年
ー
）

（
一
）
雲
と
か
な
し
み　

西 

一
六
八　

第
二
八
号
・
七
八
頁

〈
表
紙
画
〉

第
一
号　
「
白
馬
三
山
」（
一
九
九
〇
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
号　
「
秋
の
ス
キ
ー
場
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
三
号　
「
春
」（
一
九
九
三
年
）　

戸
田
盛
和

第
四
号　
「
堂
ヶ
島
」（
一
九
九
〇
年
）　

戸
田
盛
和

第
五
号　
「
夕
映
え
の
常
念
岳
」（
一
九
九
四
年
）　

戸
田
盛
和

第
六
号　
「
安
曇
野
」（
一
九
九
五
年
）　

戸
田
盛
和

第
七
号　
「
緑
陰
」（
一
九
九
三
年
）　

戸
田
盛
和

第
八
号　
「
林
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
九
号　
「
小
さ
な
温
室
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
〇
号　
「
土
肥
の
海
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
一
号　
「D

essin

」（
一
九
四
〇
年
）　

湯
浅
年
子

第
一
二
号　
「
五
龍
岳
」（
一
九
九
一
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
三
号　
「
弁
天
島
」（
一
九
九
六
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
四
号　
「
新
年
」（
一
九
七
四
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
五
号　
「
小
さ
な
教
会
」（
一
九
九
三
年
）　

戸
田
盛
和
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第
一
六
号　
「
湯
の
宿
」（
一
九
九
一
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
七
号　
「
冬
の
公
園
」（
一
九
九
四
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
八
号　
「
わ
さ
び
田
」（
一
九
九
三
年
）　

戸
田
盛
和

第
一
九
号　
「
下
田
港
の
朝
」（
一
九
九
五
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
〇
号　
「
す
す
き
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
一
号　
「
別
荘
小
屋
」（
一
九
九
〇
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
二
号　
「
箱
根
駒
ヶ
岳
」（
一
九
八
八
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
三
号　
「
青
木
湖
」（
一
九
九
一
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
四
号　
「
有
明
山
」（
一
九
九
〇
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
五
号　
「
フ
ィ
ヨ
ル
ド
」（
一
九
九
二
年
）　

戸
田
盛
和

第
二
六
号　
「
港
を
見
お
ろ
す
教
会
」（
二
〇
二
二
年
八
月
）　

髙
木
隆
司

第
二
七
号　
「
高
知
県
の
モ
ネ
の
庭
」（
二
〇
二
三
年
三
月
）　

髙
木
隆
司

第
二
八
号　
「
夕
焼
雲
と
森
林
の
か
っ
と
う
」（
二
〇
二
二
年
九
月
）　

髙
木
隆
司

〈
裏
表
紙
画
〉　

第
一
号　
「
歌
う
薔
薇
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
二
号　
「
芙
蓉
」（
二
〇
〇
七
年
）　

細
谷
暁
夫

第
三
号　
「
モ
ク
レ
ン
」（
二
〇
〇
六
年
）　

細
谷
暁
夫

第
四
号　
「
桔
梗
」（
二
〇
一
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
五
号　
「
椿
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
六
号　
「
春
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
七
号　
「
ド
ク
ダ
ミ
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
八
号　
「
水
仙
」（
二
〇
〇
六
年
）　

細
谷
暁
夫

第
九
号　
「
ア
ネ
モ
ネ
」（
二
〇
〇
六
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
〇
号　
「
千
日
紅
」（
二
〇
〇
七
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
一
号　
「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
二
号　
「
再
開
」（
二
〇
〇
一
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
三
号　
「
紫
蘭
（
シ
ラ
ン
）」（
二
〇
一
三
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
四
号　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器
」（
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
日
）　

細
谷
暁
夫

第
一
五
号　
「
桜
」（
二
〇
〇
九
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
六
号　
「
グ
ロ
リ
オ
サ
」（
二
〇
二
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
七
号　
「
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
」（
二
〇
〇
七
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
八
号　
「
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
」（
二
〇
〇
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
一
九
号　
「
桔
梗
」（
二
〇
二
〇
年
）　

細
谷
暁
夫

第
二
〇
号　
「
セ
ロ
ー
ム
」（
二
〇
二
一
年
）　

細
谷
暁
夫

第
二
一
号　
「
手て

あ
か
り燈」（
二
〇
二
二
年
一
月
三
十
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
二
号　
「
柿
」（
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
八
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
三
号　
「
白
い
百
合
」（
二
〇
〇
七
年
六
月
十
七
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
四
号　
「
落
ち
葉
」（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
七
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
五
号　
「
オ
オ
イ
ヌ
フ
グ
リ
」（
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
六
号　
「
ム
ー
た
ん
」（
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
九
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
七
号　
「
青
梅
」（
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）　

細
谷
暁
夫

第
二
八
号　
「
秋
」（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
五
日
）　

細
谷
暁
夫


